
１ 出張先 

 アゼルバイジャン共和国バクー市 

 

２ 出張期間 

 令和６年１１月９日（土）から令和６年１１月１４日（木） 

 

３ 出張目的 

 第２９回国連気候変動枠組み条約締約国会議（ＣＯＰ２９）への参加を通じ、都の先駆的

取組の国際社会への発信や、世界の環境施策に関する情報収集・関係構築を行う。 

 

４ 経費 

6,983,500 円 

 

５ 出張メンバー 

 局長及び同局職員４名 計５名 

 

６ 出張の日程・内容 

月日 内容 

１１月９日（土） 移動日（出発） 

１１月１０日（日） 会場内・周辺視察 

１１月１１日（月） 各国パビリオン等会場内視察、関係構築等 

１１月１２日（火） 知事登壇イベント同行、各国パビリオン等会場内視察、関係構築等 

１１月１３日（水） 知事登壇イベント同行、アゼルバイジャン政府高官と知事との会

談同席等 

１１月１４日（木） 移動日（帰国） 

 

７ 出張の成果 

 太陽光パネルの設置義務化や次世代型ソーラーセルの実装、伊豆諸島海域における浮体式

洋上風力発電の GW 級ファームの導入を目指すなど、あらゆるエリアで発電が可能とな

る「発電する未来都市」の実現について世界に発信 

 併せて、気候変動対策における都市の役割の重要性を訴え、都市から世界へ気候アクショ

ンを呼び掛け 

 各国パビリオンなど会場内や会場周辺の視察等、政府高官との会談等を通じ、世界におけ

る環境施策・技術の状況や会場運営における環境に配慮した取組等の把握、関係者との関

係構築等を実施 

 


